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事

業
種

別
事

　
業

　
概

　
要

経
　

緯
該

当
要

件
対

応
方

針
（

原
案

）
備

考

1
河

川

　
高

津
川

は
島

根
県

西
部

に
位

置
し

、
そ

の
源

を
島

根
県

鹿
足

郡
吉

賀
町

田
野

原
に

発
し

、
支

川
を

合
わ

せ
な

が
ら

北
流

し
、

益
田

平
野

を
流

下
後

、
日

本
海

に
注

ぐ
、

流
域

面
積

1
,0

9
0

k
m

2
、

幹
川

流
路

延
長

8
1

k
m

の
一

級
河

川
で

あ
る

。
　

昭
和

4
7

年
7

月
豪

雨
に

よ
り

、
流

域
で

は
2

,0
0

0
戸

を
超

え
る

甚
大

な
浸

水
被

害
が

発
生

し
て

お
り

、
近

年
に

お
い

て
も

平
成

9
年

7
月

洪
水

で
浸

水
被

害
が

発
生

し
て

い
る

。
　

こ
の

た
め

、
本

事
業

は
上

下
流

バ
ラ

ン
ス

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、

段
階

的
な

河
川

整
備

に
よ

り
洪

水
等

に
よ

る
浸

水
被

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
を

図
る

も
の

で
あ

る
。

平
成

2
3

年
度

再
評

価
再

評
価

後
3

年
経

過
事

業
継

続

2
砂

防

　
中

国
地

方
随

一
の

高
峰

で
あ

る
大

山
（

弥
山

１
，

７
０

９
ｍ

）
の

源
頭

部
は

地
質

が
脆

弱
で

荒
廃

が
激

し
く

、
土

砂
生

産
を

繰
り

返
し

て
い

る
。

ま
た

、
山

麓
斜

面
に

は
侵

食
に

弱
い

火
山

堆
積

物
が

厚
く

堆
積

し
て

い
る

た
め

、
大

き
な

降
雨

時
に

は
激

し
い

土
砂

移
動

が
生

じ
、

各
支

川
や

日
野

川
本

川
に

流
出

し
た

土
砂

が
河

道
に

堆
積

す
る

こ
と

に
よ

り
河

積
断

面
が

不
足

し
、

水
位

が
上

昇
し

て
氾

濫
を

起
こ

す
。

　
大

山
山

系
に

お
け

る
砂

防
事

業
は

昭
和

７
年

か
ら

鳥
取

県
に

よ
り

開
始

さ
れ

、
大

山
南

７
渓

流
と

呼
ば

れ
る

支
川

で
、

砂
防

堰
堤

な
ど

の
施

設
を

整
備

す
る

こ
と

で
日

野
川

へ
の

土
砂

流
出

を
防

ぎ
、

日
野

川
本

川
下

流
域

に
位

置
す

る
米

子
市

な
ど

の
市

街
地

を
河

川
氾

濫
か

ら
保

全
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

昭
和

４
９

年
度

か
ら

国
に

よ
る

直
轄

砂
防

事
業

を
開

始
し

た
。

平
成

2
3

年
度

再
評

価
再

評
価

後
3

年
経

過
事

業
継

続

3
砂

防

　
天

神
川

水
系

は
、

中
国

地
方

随
一

の
高

峰
で

あ
る

大
山

（
弥

山
１

，
７

０
９

ｍ
）

及
び

蒜
山

、
津

黒
山

（
１

，
１

１
８

ｍ
）

等
の

山
岳

に
源

を
発

し
て

い
る

。
火

山
岩

や
深

成
岩

性
の

脆
弱

な
地

質
が

分
布

し
、

荒
廃

が
激

し
く

、
山

麓
斜

面
に

は
侵

食
さ

れ
や

す
い

火
山

堆
積

物
や

風
化

し
た

花
崗

岩
が

厚
く

堆
積

し
て

い
る

た
め

、
豪

雨
時

に
は

上
流

域
に

お
け

る
斜

面
崩

壊
や

土
石

流
の

発
生

に
よ

る
地

先
の

被
害

だ
け

で
な

く
、

小
鴨

川
、

天
神

川
に

流
出

し
た

土
砂

の
堆

積
に

よ
り

河
積

断
面

が
不

足
し

、
下

流
域

で
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

が
発

生
す

る
。

　
大

山
山

系
直

轄
火

山
砂

防
事

業
（

天
神

川
水

系
）

は
、

上
流

域
の

渓
流

に
砂

防
堰

堤
な

ど
の

施
設

を
整

備
す

る
こ

と
で

、
直

轄
砂

防
事

業
区

域
内

で
の

土
石

流
に

よ
る

被
害

を
防

ぐ
と

と
も

に
、

下
流

域
に

位
置

す
る

倉
吉

市
な

ど
の

市
街

地
を

洪
水

氾
濫

か
ら

保
全

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
昭

和
１

１
年

度
か

ら
国

に
よ

る
直

轄
砂

防
事

業
を

開
始

し
た

。

平
成

2
3

年
度

再
評

価
再

評
価

後
3

年
経

過
事

業
継

続

4
道

路
　

一
般

国
道

５
４

号
は

、
広

島
市

を
起

点
と

し
、

松
江

市
に

至
る

延
長

約
１

８
０

ｋ
ｍ

の
主

要
幹

線
道

路
で

あ
る

。
　

可
部

バ
イ

パ
ス

は
、

広
島

市
可

部
周

辺
の

慢
性

的
な

交
通

混
雑

の
緩

和
、

安
全

・
円

滑
な

交
通

の
確

保
を

目
的

と
し

た
延

長
９

．
７

ｋ
ｍ

の
道

路
で

あ
る

。

平
成

2
3

年
度

再
評

価
再

評
価

後
3

年
経

過
事

業
継

続

5
港

湾

　
水

島
港

は
、

岡
山

県
中

西
部

の
高

梁
川

河
口

に
位

置
し

、
鉄

鋼
、

石
油

精
製

、
石

油
化

学
、

自
動

車
な

ど
の

多
様

な
産

業
が

立
地

す
る

我
が

国
屈

指
の

水
島

臨
海

工
業

地
帯

の
玄

関
口

で
あ

り
、

中
国

・
四

国
地

域
で

第
１

位
の

港
湾

取
扱

貨
物

量
を

誇
る

我
が

国
有

数
の

工
業

港
と

し
て

、
地

域
の

経
済

、
産

業
に

大
き

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

国
際

拠
点

港
湾

で
あ

る
。

　
本

事
業

は
、

水
島

港
に

お
け

る
船

舶
の

大
型

化
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
港

湾
貨

物
の

陸
上

輸
送

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、

国
際

物
流

タ
ー

ミ
ナ

ル
と

臨
港

道
路

の
整

備
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

平
成

2
3

年
度

再
評

価
再

評
価

後
3

年
経

過
事

業
継

続

6
港

湾

　
岩

国
港

は
、

山
口

県
東

部
、

広
島

県
と

の
県

境
に

位
置

し
、

岩
国

・
大

竹
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
を

形
成

す
る

石
油

化
学

な
ど

基
礎

素
材

産
業

の
原

材
料

、
製

品
輸

送
を

通
じ

て
産

業
活

動
を

支
え

る
重

要
港

湾
で

あ
る

。
　

本
事

業
は

、
岩

国
港

に
お

け
る

利
用

企
業

と
埠

頭
間

の
輸

送
効

率
化

、
周

辺
環

境
の

改
善

を
図

る
た

め
、

埠
頭

間
を

結
ぶ

臨
港

道
路

を
整

備
す

る
も

の
で

あ
る

。

平
成

2
3

年
度

再
評

価
再

評
価

後
3

年
経

過
事

業
継

続

7
港

湾

　
宇

部
港

は
、

山
口

県
西

南
部

の
周

防
灘

に
面

し
、

瀬
戸

内
工

業
地

域
の

工
業

港
と

し
て

、
石

油
化

学
、

化
学

工
業

等
の

産
業

活
動

を
支

え
る

重
要

港
湾

で
あ

る
。

　
本

事
業

は
、

宇
部

港
に

お
け

る
物

流
効

率
化

を
図

り
、

我
が

国
の

国
際

競
争

力
強

化
及

び
地

域
経

済
の

発
展

に
寄

与
す

る
た

め
、

船
舶

の
大

型
化

に
対

応
し

た
航

路
・

泊
地

の
整

備
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

平
成

2
3

年
度

再
評

価
再

評
価

後
3

年
経

過
事

業
継

続

8
海

岸

　
広

島
市

付
近

の
沿

岸
域

は
、

地
形

的
に

南
向

き
で

概
し

て
地

盤
高

も
低

い
こ

と
か

ら
、

高
潮

の
被

害
を

度
々

被
っ

て
い

る
。

ま
た

、
太

田
川

デ
ル

タ
地

域
に

発
達

し
た

市
街

地
は

、
埋

立
に

よ
り

発
展

し
て

き
た

歴
史

を
持

ち
、

地
震

に
対

し
て

脆
弱

な
地

域
で

あ
る

。
　

本
事

業
は

、
高

潮
に

よ
る

浸
水

被
害

や
、

大
規

模
地

震
後

の
津

波
に

よ
る

被
害

の
軽

減
を

図
る

た
め

、
護

岸
や

堤
防

等
の

整
備

を
行

う
も

の
で

あ
る

。

平
成

2
3

年
度

再
評

価
再

評
価

後
3

年
経

過
事

業
継

続

大
山

だ
い

せ
ん

山
系

直
轄

火
山

砂
防

事
業

（
日

野
川

ひ
の

が
わ

水
系

）

宇
部

う
べ

港
本ほ

ん

港こ
う

地
区

航
路

・
泊

地
整

備
事

業

一
般

国
道

５
４

号
　

可
部

か
べ

バ
イ

パ
ス

水
島

み
ず

し
ま

港
玉

島
た

ま
し

ま

地
区

国
際

物
流

タ
ー

ミ
ナ

ル
・

臨
港

道
路

整
備

事
業

広
島

ひ
ろ

し
ま

港
海

岸
直

轄
海

岸
保

全
施

設
整

備
事

業

平
成

２
６

年
度

　
第

３
回

中
国

地
方

整
備

局
事

業
評

価
監

視
委

員
会

 審
議

一
覧

表

事
　

業
　

名

高
津

た
か

つ

川が
わ

直
轄

河
川

改
修

事
業

大
山

だ
い

せ
ん

山
系

直
轄

火
山

砂
防

事
業

（
天

神
川

て
ん

じ
ん

が
わ

水
系

）

岩
国

い
わ

く
に

港
装

束
し

ょ
う

ぞ
く

～
室む

ろ

の
木き

地
区

臨
港

道
路

整
備

事
業

資
料

－
２




